
③　職員による自己評価集計

実施期間：令和3年12月14日（火）～24日（金）　３1名回答

No 今年度の重点目標 4 3 2 1
R3
平均

R2
平均

R１
平均

(1)
教職員は生徒にとってわかる授業、きめ細やかな
授業を行っている。

32 68 0 0 3.3 3.2 3.2

(2)
教職員は習熟度やTTなど、授業方法の工夫に努め
ている。

32 65 3 0 3.3 3.3 3.3

(3)
教職員は互見授業、授業研究、研修、などを積極
的に行っている。

23 65 13 0 3.1 3.3 3.3

(4)

教職員は家庭学習につながるような授業・学年の
取組に努めている。 35 58 6 0 3.3 3.4 3.3

(5)
教職員は指導する部活動への参加率が高く活発な
活動となるように努めている。

32 61 6 0 3.3 3.2 3.0

(6)
教職員は部活動の年度目標を提示し、目標達成に
向けて指導を行っている。

42 52 6 0 3.4 3.1 3.1

(7)
教職員は部活動の強化を計画的に有効に行ってい
る。

26 61 13 0 3.1 3.2 3.0

(8)
教職員は検定や資格取得に積極的に取り組ませて
いる。(１グレードアップ）

42 58 0 0 3.4 3.3 3.3

(9)

教職員は学校が生徒理解やふれあいの場となり、
生徒にとって「居場所」となるよう意識して取り
組んでいる。

42 58 0 0 3.4 3.5 3.4

(10)
教職員は朝読書を通じて「心の教育」を推進して
いる。

42 52 6 0 3.4 3.2 3.4

(11)

教職員は生徒の良いところを見つけ、良いところ
を伸ばそうと努めている。（生徒の自己肯定感を
高めるように意識した指導を行っている）

52 48 0 0 3.5 3.4 3.4

(12)

教職員は「困った人には手をさしのべようとす
る」ような意識を持った生徒の育成に努めてい
る。

52 39 10 0 3.4 3.4 3.6

(13)

教職員はスクールカウンセラーや特別支援員と連
携しながら教育活動が組織的に行われるよう努め
ている。

63 37 0 0 3.6 3.6 3.6

(14)
教職員は挨拶や身だしなみなど必要に応じて指導
している。

48 48 3 0 3.5 3.5 3.6

(15)
教職員は清掃や環境美化の取組がしっかりとなさ
れるように指導している。

65 35 0 0 3.6 3.4 3.5

(16)
教職員は組織的にいじめ防止と早期発見に取り組
んでいる。

48 52 0 0 3.5 3.4 3.4

(17)

教職員は携帯電話等による人間関係トラブルの防
止に努めている。（情報モラル教育に取り組んで
いる）

58 42 0 0 3.6 3.4 3.5

(18)
学校は、復興支援ボランティア活動を継続してい
る。

30 53 17 0 3.1 2.7 3.2

(19)
学校は震災に備えるための講演会等の復興教育を
継続している。

19 58 23 0 3.0 2.8 2.7

(20)

教職員は環境教育・エネルギー教育・国際理解教
育等, 持続可能な開発のための教育を意識して指
導している。

35 58 6 0 3.3 3.2 2.6

(21)

教職員は、生徒が地域文化理解を進め、地域行事
や地域ボランティア等へ積極的に参加するよう指
導している。

48 48 3 0 3.5 3.3 3.5

(22)
教職員は、保護者が学校行事に積極的に参加でき
るように企画・改善を行っている。

35 55 10 0 3.3 3.1 3.2

(23)
教職員は、生徒が将来地域を担う存在になること
を意識して教育活動を行っている。

42 55 3 0 3.4 3.3 3.2

(24)
教職員はコンプライアンスを意識した行動・言動
を取っている。

61 39 0 0 3.6 3.2 3.4

(25)
教職員は電話の対応などマナーが良く、さわやか
であるように努めている。

68 32 0 0 3.7 3.5 3.4

(26)
教職員は来客や訪問者などに対する外部対応を丁
寧にしている。

60 40 0 0 3.6 3.4 3.6

(27) 学校はHPによる情報発信をしている思う。 77 23 0 0 3.8 3.7 3.0

(28)
教職員は保護者のPTA活動への参加率が上がるよう
に努めている。

39 58 3 0 3.4 3.3 3.2

(29)
教職員は保護者や地域から信頼される学校となる
よう意識している。

61 39 0 0 3.6 3.4 3.3

※ 満足度 (30)
あなたはこの学校で働けてよかったと実感してい
る。

68 26 6 0 3.6 3.4 3.3

評価項目

1

基礎基本の定着と学力
向上：生徒徒一人ひと
りの夢や進路目標を実
現可能とする学力を身
につけさせる

4:大変良い、よく当てはまる　3:良い、やや当てはまる　2:少し悪い、あまり当てはまらない1:悪い、全く当てはまらない

可能性への挑戦：部活
動や資格取得などにお
いて生徒を支援し、多
様な能力を開発する

3

安全・安心な学校生活
の保証：生徒個々のつ
まずきや悩みに寄り添
い、人間関係力を育成
する

4

可能性への挑戦：部活
動や資格取得などにお
いて生徒を支援し、多
様な能力を開発する

(割合％）

5

被災地支援活動の継続
等：復興・防災・減災
教育と持続続可能な社
会の担い手を育成する

6

地域貢献とボランティ
ア：地域と関わる活動
を通し、将来の地域や
ふるさとを担う生徒を
育成する

7

広報活動の充実と学校
の魅力化推進：地域か
ら信頼される学校をつ
くる
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